
生
徒
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
コ
メ

ン
ト
す
る
山
形
大
学
城
戸
教
授 

きみたちの「？」を大切にします。  山形県立米沢興譲館高等学校 

米沢興譲館高校 ＳＳＨ通信  
 

城
戸
淳
二
塾 

開
講
！ 

   塾長ゼミ 
 ～一流の研究者となるために～ 

  ▽ プレゼンテーション講座 

  ▽ 研究者に必要な資質とは？ 

山形大学工学部 

出向専門研究 
  ▽ 大学の研究室に配属 

  ▽ 教官の指導の下、大学生と 
      一緒に研究活動を行う 

   研究室訪問 
  ～様々な研究室を実地見学～ 

   ▽ 研究紹介・研究体験 

   ▽ 教官・学生との質疑応答 

城戸淳二塾の     3大プログラム 

参加生徒は？ 
  現在、2年生6名、1年生9名の計15名が参加しています。うち2名は運動

部とのかけもちです。学びに対する興味・関心や、将来研究者になりたい
という気持ちがあれば、生徒は理数科・普通科に関わらず参加可能です。 

 

第12号   平成25年7月2日 

米沢興譲館高校SSH企画部 

スーパーサイエンスハイスクール 

 城戸淳二塾とは？ 

将来のトップ研究者の育成を目的とした、山形大学工学部と
米沢興譲館高校との連携事業のひとつです。 
参加生徒は山形大学工学部の様々な研究室を訪れながら、実際に大
学レベルの研究活動に参加します。 

⇒ つまり、 

一足先に「大学生」「研究者」を体験します！ 

理数科会集会 開催 

 

5
月
17
日
、
山
形
大
学
工
学
部
有
機
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
、
城
戸
淳
二
塾

入
塾
式
が
行
わ
れ
た
。 

 

城
戸
淳
二
塾
は
有
機E

L

研
究
で
世
界
的
に

著
名
な
城
戸
淳
二
教
授
を
中
心
と
し
て
、
同

大
学
工
学
部
と
本
学
と
の
新
た
な
連
携
事
業

と
し
て
始
ま
る
、
将
来
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
者

の
育
成
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。 

 

25
日
に
は
第
1
回
目
の
塾
長
ゼ
ミ
が
開
催

さ
れ
、
６
名
の
生
徒
が
自
己
紹
介
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
城
戸
教
授
か
ら
は
、

「人
と
の
出
会
い
は
ま
さ
に
一
期
一
会
。
初
対

面
の
人
に
対
し
て
、
い
か
に
短
い
時
間
で
自
分

の
顔
と
名
前
を
憶
え
て
も
ら
う
か
。
そ
れ
が
社

会
人
と
し
て
、
研
究
者
と
し
て
の
勝
負
ど
こ
ろ
。

一
人
と
の
出
会
い
が
、
そ
の
先
の
人
間
関
係
を

築
き
あ
げ
る
こ
と
に
繋
が
る
。
一
つ
一
つ
の
出

会
い
大
切
に
す
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
」と
、

熱
意
の
こ
も
っ
た
コ
メ
ン
ト
と
指
導
が
伝
え
ら

れ
た
。 

〒992-1443 山形県米沢市大字笹野１１０１番地  

TEL: 0238-38-4741      FAX:  0238-38-2531            http://www.yonezawakojokan-h.ed.jp/ 

1学年 学校設定教科科目  

 異分野融合サイエンス  コース別 講義・研修   
 （フュージョン・サイエンス FS） 

 

今
年
度
1
学
年
生
徒
を
対
象
に
開
講
さ
れ

る
異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
（FS

）
の
10
領

域
が
発
表
さ
れ
、
希
望
調
査
の
結
果
、
各
領

域
へ
の
配
属
者
が
決
定
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。 

 
FS

の
授
業
で
は
、
大
学
な
ど
の
専
門
機
関

か
ら
講
師
を
招
い
た
り
、
直
接
施
設
を
訪
れ

て
の
コ
ー
ス
別
の
研
修
を
行
う
。
ま
た
、
7

月
22
・
23
日
に
は
東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー

（TST
）
に
参
加
す
る
。 

▽T
ST

で
訪
問
予
定
の
お
も
な
施
設 

日
本
科
学
未
来

館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
食
と
農
の
科
学
館
、

東
京
大
学
、
筑
波
大
学
、
東
京
理
科
大
学
、N

TT

イ

ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

iP
ad

を
使
い
こ
な
し
て
自
己
紹
介
を
し

て
い
る
様
子 

 

学
問
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い 

 
 
 

科
学
の
実
践
を
学
ぶ 

有機ELと地域産業
と経済 

化学・物理・地
域経済 

10名 

人間社会とロボット 物理・工学 19名 

物質と化学 化学・物理 20名 

伝統野菜のサイエ
ンスアプローチ 

家庭・生物・歴
史・地域経済 

12名 

つながりの科学 数学・情報 32名 

江戸の数学を学ぶ 歴史・古文書・
数学 

9名 

足もとからの科学 芸術・建築 15名 

スポーツ・保健とラ
イフサイエンス 

スポーツ科学・
保健・物理 

42名 

社会と科学 地理・歴史・文
化・化学 

40名 

英語発音と科学 英語・音声学・
人体学 

4名 

うこぎの採集・観察 

（伝統野菜のサイエンス
アプローチ） 

 先輩から後輩へ 
     経験と思いを伝える 

↑ 
足もとから
の科学 

← 
スポーツ・
保健とライ
フサイエン
ス 

 

5
月
24
日
、
２
・
３
学
年
理
数

科
と
１
学
年
生
徒
全
員
が
参
加
し

て
の
理
数
科
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

集
会
で
は
、
は
じ
め
に
熊
坂
理
数

科
長
よ
り
本
校
理
数
科
に
お
け
る

取
り
組
み
の
概
要
と
成
果
に
加
え
、

1
学
年
生
徒
を
対
象
に
、
今
後
理

数
科
を
志
望
す
る
に
あ
た
っ
て
理

解
し
て
お
く
べ
き
こ
と
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
。
続
い
て
、
理
系
学

部
に
進
学
し
た
本
校
理
数
科
卒
業

生
の
2
名
に
よ
る
、
大
学
生
活
や

研
究
に
つ
い
て
の
講
演
も
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
3
年
生
が
実
際
に

取
り
組
ん
だ
課
題
研
究
の
研
究
成

果
を
グ
ル
ー
プ
別
に
発
表
し
た
。 

 

3
学
年
生
徒
に
よ
る
「
丁
寧
か

つ
面
白
い
」
研
究
発
表
を
、
1
学

年
生
徒
は
熱
心
に
傾
聴
し
、
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
で
は
盛
ん
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。 

 

講
演
を
行
っ
た
本
校
理
数
科
卒

業
生 

▽
大
久
輝
彬
さ
ん(

埼
玉

大
学
理
学
部
数
学
科) 

▽
杉
本

勇
貴
さ
ん
（
山
形
大
学
工
学
部
） 

コラム 「SSHってなんですか？」 

  文部科学省が平成14年度から実施している、将来の国際的な科学技術人材を育成することを目指し、理数
系教育に重点を置いた研究開発を行う「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」事業のこと。 
  本校は平成24年度より2度目のSSH指定を受け（5カ年計画）、1学年および2・3学年理数科を主対象として、

スーパーサイエンスリサーチ（課題研究）やサイエンスコミュニケーション（英語・科学コミュニケーション）、異分
野融合サイエンスなどの授業科目や、フィールドワーク研修、東京サイエンスツアー、つくばサイエンス研修な
どを中心に、科学的・研究的能力の育成をねらった取り組みを行っています。 


